20130630礼拝
十字架の強盗でも（ルカ23:39-43）
　昔と比べると自殺をする人がどんどん増えているそうです。人が尊い自分の命を自ら断ってしまうことには様々な理由があると思います。しかし、共通している理由は、もうこれ以上生きる希望などが見えない。生きるため希望が消えてしまいました。どこを見ても光の希望が消えていて見えない状態に追い込まれたときに命を断ってしまうようなるのではないでしょうか。それぞれそれなりの理由は確かにあるかもしれません。でも、そのような現状を見ながらクリスチャンの私たちは真摯に質問しないといけないと思います。本当に彼らが考えているように希望がないのでしょうか。希望の光はどこにも見当たらないのでしょうか。自殺まで行かなくても心の状態は同じ状態で希望が見当たらないまま、ひどい表現で申し上げると、死ねなくて生きていくという人も少なくありません。本当に彼らが思っているように世の中に希望はないのでしょうか。その質問を真摯にクリスチャンの私たちはぶつけないといけません。彼らは、また世の中の人々は何を根拠にそれほど希望はない、希望の光は見当たらないと決めつけてしまうのでしょうか。それでよいのでしょうか。残念なのはクリスチャンの私たちもそこまで行かなくてもまったく夢とビジョンと喜びと希望を持って生きることとは程遠い生き方をしている方が少なくありません。本当にそのクリスチャンの方が思っているとおりに暗いものでしょうか。どこにも良いことはないでしょうか。希望などは見当たらないものでしょうか。

　今日の聖書を見ると、それはある意味では一理があり当たり前かもしれませんが、正解ではないと私たちに示しています。イエス・キリストが十字架に変えられて贖いの犠牲のいけにえとして死なれようとしているそのときに、同時に両側に強盗の罪で同じ十字架の刑を受けていた人がかかっていました。そこで、片側の強盗は、「あなたはキリストではないか。自分と私たちを救え」と悪口を言っていたと聖書には書いてあります。しかし、もう片側の強盗は。「おまえは神をも恐れないのか。おまえも同じ刑罰を受けているではないか。 われわれは、自分のしたことの報いを受けているのだからあたりまえだ。だがこの方は、何の罪もないのに悪いことは何もしなかったのにこのように十字架で死なれるのではないのか」と言いました。イエス様に従っていた弟子たちもよく分かっていなかったことを十字架の上の強盗が見抜いてわかったのです。もちろん、神様の恵みでしょうが。そして、それが分かっていた証拠がなにかと言うとそのあとこのように言います。「イエスさま。あなたの御国の位にお着きになるときには、私を思い出してください」この人はまったく罪がないのにこのように十字架にかかったのではないのか。あなたの御国に着かれるそのときにとはどういう意味でしょうか。「イエス様。あなたは多くの人が嘲笑って悪口を浴びせていますが、あなたこそ預言されていた約束のキリスト、救い主その方です」という告白です。そうでないと「あなたの国に臨まれるときに」などの表現はでてきません。そのように告白しながら「私のことを思い出してください。憐れんでください。イエスはキリストです。私はイエス・キリストを心に信じて受け入れます」と告白したことと同じことです。十字架の上で一生、悪いことばかりして強盗の罪に問われて、極刑である、最悪の一番凶悪な犯罪者に下る刑罰である十字架の刑にかかってもう死のうとしているそのときの強盗の告白です。そのとき、イエス様がすぐにこのようにお返事をなさいました。「まことに、あなたに告げます。あなたはきょう、わたしとともにパラダイスにいます」。そのあとの話はありません。この強盗はそのあとすぐに死にました。その人はイエス様がおっしゃったとおりに天の御国に間違いなく行けたと信じています。皆さんはどう思いますか。この強盗はこの後どうなったと思いますか。十字架の上で血を流されて何もできない弱々しいイエスが「今日あなたは、わたしとともにパラダイスにいます」と言ったのですがそれがどうだったの。そのとおりになるのかと皆はそう思ったかもしれません。でも、十字架の上でそのように祝福の言葉を宣言なさったイエス様は間違いなくキリストです。その証拠として3日目によみがえられました。今も生きておられます。預言どおり悪魔のすべてのしわざを打ち壊して、私たちではどうにもならない罪人のその罪を根こそぎすべて解決され、神から離れてさまよいつつ何をどうしても幸せになれない私たちのたましいに聖霊が与えられ神がともにおられ、新しいいのちをもって新しく生まれるようにすることができるキリストその方だったのです。だから、この強盗に向かってイエス様がおっしゃった言葉通りになったはずです。つまり、本当に自殺をする人、あるいは今も希望の無いまま暗い中で多くの人々が思っているように本当に希望がないのでしょうか。本当にその人の状況の中では希望の光は見えないのでしょうか。そうではありません。そのような考え方を直していただきたいと思います。聖書にはそのように言っていません。ひとつのことがわかっていないからです。彼らと比べると一緒なのか、もっとひどいでしょう。十字架の上で極刑を受けている強盗でさえ希望があったのです。ですから、「私はもう生きる希望などありません。この状況ではもうだめです。もうこれ以上何も進まない。なぜこのように私の人生には問題がしつこく断ち切られないで、ずっと続いているのか」と挫折し心がダウンしている方もいらっしゃるかもしれません。本当にそのように思っているとおりなのでしょうか。
今日の聖書はそのように言っていません。十字架の上の凶悪な犯罪者、強盗でさえ希望がありました。その強盗は最悪な状況なのです。もうこれ以上、取り返しのつかない状況です。次が保証されていない状況です。今、イエスがキリストですと告白したからといって「ああ、そうか。十字架から下りて10年くらいまた生き延びることがいいよ」と言うようになる状況ではありません。どんなに立派なことを話して、立派に悔い改めたとしてももう死ぬことには間違いありません。つまり、次がない状況です。文字通り、多くの人が見ているその目線、レベルから見たときにはまったく希望のない状況の人間が十字架の上にかかっていました。これ以上、最悪な状況はあるのでしょうか。彼は心を入れ替えたからといって世の中で多くの人のために良いことをして報いを、人のために償いをするような余裕も機会もチャンスも時間も許されません。そのような状況です。今まで人生、一生悪いことをしたばかりで人生がそのまま終わります。これ以上、悪い状況、希望の無い状況がどこにあるでしょうか。それにもかかわらず彼は十字架にかかっていたイエス様がどんな方なのか分かっていました。そのイエス様こそがまったく希望の無い絶望の状況、最悪な状況の人間でさえ、どんな絶望の状況の中にいる人間であってもその人が希望を持って人生を変えられることができるキリストであることが分かったのです。そうすると、その人には希望があります。今まで、その人を取り囲んで覆っていた絶望のすべての重荷はその瞬間終わりです。このことが分かっていないがゆえに多くの人が自殺に走ります。多くの人が自分の限界にぶつかって絶望の中であらゆる犯罪を犯したり、どうしようもない状況に追い込まれたり、精神的にプレッシャーを感じて様々なトラブルに巻き込まれてしまったりしています。それは多くの人がそう思うでしょう。「そうせざるをえない状況なのだよ。私たちの今の家庭の状況が、社会の状況が、自分の内側が、自分の立場はそうなのだよ。だから、あのように気が狂うしかない。あのようにまいってしまうしかないよ。困っています。もう生きる希望などは持てません」と言うかもしれません。しかし、本当の理由はそこではありません。そうであるにもかかわらず、その絶望の人生を一瞬で全部ひっくり返して希望に変わる人生に変えられるキリストが分かっていないので、十字架にかかって今、死ぬ寸前のイエス様、人間の肉眼で見ると悲惨な状況でひとりの強盗が言っていたように「何もできないくせに」と思われるような弱々しい悲惨な姿のイエスでありますが、そのイエス様がキリストなのです。そのイエス様がキリストだと知り、告白することさえあればその人の人生は変わります。それがイエス・キリストです。そのためにイエス・キリストはこの地上に来られました。このままではあらゆる理由、内容をもって絶望しダウンしあきらめて、また自殺に走るしかない人間のために神様は救い主キリスト、イエスを私たちに遣わされました。イエス・キリストはおっしゃいました。すべて疲れて、重荷を負っている者はわたしのところに来なさい。今まであれだこれだ、あの理由この理由、あの状況、この環境、いろいろなことで重荷を負って疲れているでしょう。それは知らないでいたからです。どうせ人間、人生というものは、なにをどうしても大きな岩に生卵をぶつけるようなことなので、どうせ最初からだめなのです。ある意味、自殺するというのが当たり前かもしれません。絶望というのはもう決まっている事実でしょう。だから、そこから目を離してわたしを見なさい。神様が約束されたその人生を一瞬でひっくり返すことができる救い主、真の神様、わたしが道であり、真理であり、いのちですと言うことができる、あなたがたのために十字架で身代わりとして死んで人生のすべての重荷を無くして、人生を変えることができる罪のないまったき聖い方、イエス・キリストを信じなさい。わたしのところに来なさい。何も要求しません。なにか要求があれば要求そのものがまたプレッシャーになって押しつぶされる弱々しい罪人であることをよく御存じなのでなにも要求しないで、「ただ信じなさい。受け入れなさい。来なさい」とそれだけです。もうこれ以上、自分が持っている自分の基準によるプレッシャーや重荷などは全部とっぱらって、イエスのところに来なさい。覚えていてください。自分のレベルで、自分の今までの考え方、その枠の中でいろいろなことを考えるでしょうが、そうではありません。そのすべてをはるかに超えて十字架の凶悪な犯罪者、強盗でさえイエス・キリストの前では希望がありました。人生変えられます。今日あなたはわたしとともにパラダイスにいます。その人はなにも今までの悪いことを取り返す機会がなかったにもかかわらず、良い人生、よりよい自分自身を磨いて、よりよい教養のあるマナーのある礼儀正しい迷惑を変えない人間に自分自身を変える余裕、時間、チャンス、一滴もなかったにもかかわらず、「あなたはパラダイスにいます。あなたは天国の市民です」イエスを告白しただけで天の御国の祝福をすべてまるごと全部頂くようになりました。天の御国の祝福は何かわかりますか。だから、イエス様はわざと「あなたはこれから10年後」とか言わないで、カトリックででたらめな話をしているように死んだあと、煉獄かどこかで期間猶予があってそれから天国とは言わないでわざとおっしゃいました。今日、TODAY。イエスをキリストと告白した瞬間、今までの暗い人生、絶望の人生、罪ある人生、弱々しい人生、限界ある人生、悲しい人生はすべて終わり、全部ひっくり返されて幸せなものに、天の御国の民に変えられます。その人が死なないでいたときに肉体的に、人間的に、関係的に何の変化もないかもしれません。それでよくクリスチャンの方々はだまされますが、そうではありません。覚えていてください。イエスを信じたその瞬間、今日、今、天の御国があなたのものです。つまり、今までの地獄のような運命の人生はもう去って行きました。風と共に去りぬ。終わりました。ですから、これからはこれであれで、こういう状況なので、また自分ではなく他人を見たときにも、「あの人はこれでだめ、あれでだめ。これで希望がない。もう見込みがない」とか思わないでください。十字架の強盗でさえイエス・キリストを告白できればその人の人生は変わります。だから、希望の無い人生はありません。絶望で終わる人生というものは本当はありません。覚えてください。つまり、きょうあなたはパラダイスにいますという祝福の宣言はもう天の御国の祝福、人生まるごと変えられる光り輝く希望にあふれる人生に変えられるのに、条件は一切ありません。NO条件。「イエス様。あなたの国に臨まれるときに私のことを思い出してください。イエス様。あなたは私の救い主です。イエス様、あなたはキリストです。あなたを心に信じて受け入れます」それだけです。「それだけで一生悪いことばかりして人に迷惑ばかりかけて、過ちばかりで汚い人生ばかりだった人間がそれでよいのでしょうか」いいです。一切古いものは過ぎ去り、新しくなります。皆さんはイエス様の威力、パワー、偉大さがよくわかっていません。神様は宇宙をもってイエス様ひとりにすべてを集中させました。エキスのようにイエスひとりによって人生丸ごとどのような絶望の人生でも全部変えられて新しい清い祝福の者になることができるように、そのために歴史を動かしてなだめの数億匹の羊を殺しながらイエスを準備しました。なんと感謝でしょうか。今は羊を殺す理由もありません。ただイエス様を聞いて信じれば、そのたびにイエス様は私たちが簡単にこのように人生を変えられることのためにわざわざ十字架にかけられてよみがえられて天に昇られました。そのときに目に見えなくてもただ信じるだけでも聖霊をとおして救いのわざが行われることができるようにするためにイエス・キリストは十字架にかけられたのです。そのときまでは羊を殺さないといけません。毎回、神殿に昇って火をつけなにかをしないといけません。でも、イエスはそのすべてをなくして何かを見てでもありません。ただイエス様のお話を聞いて、そうするとそのときにイエス様がその人の前に来ていらっしゃいます。なんと素晴らしいのでしょうか。十字架の上にかかっているイエス様を告白したにもかかわらず、今日パラダイスにいますと宣言されたのであれば、よみがえられたあと今、天の御座に座って万軍の主となられているイエス様を信じている人は言うまでもないでしょう。皆さん、イエス・キリストを救い主として本当に信じて受け入れたのでしょうか。よく覚えてください。受け入れたにもかかわらず多くの人は世の中のいろいろな仕事や楽しみや趣味や家族などに引っかかって、そのキリストを信じたことの完璧な祝福を見ようとしません。それほどの馬鹿はないです。それを見ると「私は幸せなのだから」お金で幸せになることは恥ずかしいことになるからお金に執着できなくなるかもしれないので、それが怖くてイエス様の祝福を見ません。「私は一生、お金、仕事、子ども、自分の趣味に執着して生きていきたいのです。イエス様を信じたにもかかわらず私はだからいつまでたっても不幸なものです」と主張する馬鹿なクリスチャンが多いです。覚えてください。
皆さんが信じるか信じないか、嫌か好きか関係なくイエスは偉大なる唯一のキリストなので、だれでもイエスの御名を信じた者は皆さんの意志と関係なく神の祝福がすべてその人のものになり、その人は結論から申し上げますと、伝道できるすべての条件を全部そろえるようになるので伝道者として生きていけるようになっている者です。それを拒否すると人生ちぐはぐになるしかありません。そこが祝福です。イエス様を信じたにもかかわらず問題があり霊的な問題も残って、うつも残っていても関係なく、あなたは今日パラダイスにいますよという祝福の宣言の対象なので一切関係ありません。言い訳も心配も実はいらないほどイエスの御名は偉大なる御名です。十字架の強盗でさえ。このことが分かっていないがゆえに今でも世の中で多くの人は希望を奪い取っていく多くのものに人生をふり回されて生きています。学生の場合は最近社会的な問題になっているいじめの問題でいじめに遭っていればだめだと思ってしまいます。ニュースもドラマもよい意図を持ってやっていると思いますが、それを見ているとだいたいいじめに遭っていない人もこれからもしいじめに遭ったらだめになるのだろうと入力されます。いじめはもうどうしようもないものだと。いじめに遭った場合は自殺するか登校拒否するかひきこもりになるかと答えが先に提示されています。だからマスコミもよく考えないといけません。それが希望を奪い取っていくものだと皆思い込んでいるし、ときには家庭の環境、小さいときに親が離婚した、あるいは親が私を捨てて孤児院に預けどこかに逃げてしまったとか、あるいは家庭で夫婦喧嘩ばかりで世界大戦みたいな戦争が毎日続いているという状態の中で「だからもう私は希望なんかないよ」と言う人もいます。ときには今まで信頼していて頼っていた人からまるっきり裏切られたということがその人の希望を奪い取っている場合もあります。また自分自身の過ち、失敗などがその人から希望を奪い取っていく場合もあります。あるいは今まで大事にしていたものを失うことによって穴が大きく空いたかのような表現が多いのですが、それでその人は希望を失い、生きる気力も失い、そういう人も少なくありません。ときにはどんなに頑張っても貧困から脱出できない無能さなどがその人から希望を奪い取っていくようになります。ときには頑張っていたにもかかわらず破産してしまうということによって「これからどうしよう」とあらゆる理由をもって、それが言い訳と言うのは失礼でしょうが、とにかくその人から希望を奪い取っていく要素として心から認めています。ときには生まれつきの障害、事故による障害、なにかの病、特に病の中でも不治の病、精神的な病などにかかってしまうと自動的に希望はありませんとなります。本当にそうなのでしょうか。それにだまされないように。聖書はそのように言っていません。
ヨセフのような人間を見ると今、申し上げました内容のほとんどが当てはまる人間でしたが、絶望したことがありません。なぜでしょうか。その人はイエスがキリストであることが分かっていました。このすべて希望を奪い取っていくと皆が思い込んでいるものに打ち勝って乗り越えることができる天国の祝福がなにか分かっていたので、誤解しないでください。なにか分かっているかのようなふりをしないでください。なにが分かっているのでしょうか。聖書はそう言っていません。ついついこのような条件に当てはまる他人を見たときにも首をかしげ、自分自身の場合にはがっくりします。十字架の強盗でさえ、だから例外になるものはありません。十字架の強盗、それほど切羽詰った状況はありません。でも希望があります。イエスがそこにいらっしゃると。これが人生です。だから今私たちは生かされているし、だから教会があるし、だから日曜日には礼拝を捧げています。そのようにだまされて絶望の中に生きている人が世の中にはたくさんいるわけですから。偽りの父、悪魔サタンに見事にだまされています。　

ダビデのような人間も同じです。悪いことをしていないのに人生の半分くらい悪霊にとりつかれて気が狂っているものに追いかけられて逃亡者として本当に辛い人生でした。その状況を見ると今申し上げましたすべてが当てはまるように、ときには自分を助けるためによだれを垂らしながら気が狂っている人のふりもしました。そんな状況の中で何の希望があるでしょうか。しかし、ダビデは絶望したことがありません。主は私の牧場の羊飼いであり、皆さんがそのダビデより偉大なるイエス・キリストを信じて神の子どもになっている祝福の人なので、ぜひ目覚めていただきたいと思います。私たちにもう絶望はありません。どんな状況があろうが、うつが治らないとしても関係ありません。皆さんがサタンと仲良くしていた時のサタンのおつげがずっと刻印されているからです。腹を立ててください。そのようなことがあるたびに「うつでだめです。私はこういう問題があります」という自分を見るたびに腹ただしいなと思ってください。これがイエスをまた隠してしまうのだなと。皆さんがそう思っている瞬間、イエスが隠してしまのです。「そう思うしかないでしょう」と皆思います。今まで慣れているとおりに。でもぜひ覚えてください。単純な話ではありません。霊的な話です。そう思っている瞬間、これでだめ、あれでだめと思っている瞬間、そこにイエスがいらっしゃらない。そうすると１００％暗やみの力がそこに入り込んで自由自在に遊ぶようになります。その代償は結構大きいのです。そうしなくてもよいのに。信仰の大盾をしっかり持ってください。すべてOK、何も問題はないのだと。絶望などはありません。
パウロもそうでしょう。私は貧乏なときにも富んでいるときにもお腹がすいているときにも満腹なときでも、どんな状況においても私は満足できます。私を強くしてくださる方にあってできないことは何もありません。天の御国のすべての祝福をいただいているものだから、刑務所の中にいようが外に解放されようが私には関係ありません。イエスはキリストなので、そういうことと関係なく、私はダイレクトに偉いかどうか関係なく、私は伝道者なのでそのアイデンティティがはっきりしているのでこれは今まで希望を奪い取っていくと思っていたすべてが邪魔することができない神の契約です。イエスはキリスト。私は祝福の者。伝道者のアイデンティティ。これはだれも変えられないし止められません。それをしっかり握っているのでどんなに希望を奪い取っていくような状況に当たったとしてもそれがその人の希望を奪うことができなかったという証拠がいくらでも書いてあります。でも、それは見ないでサタンが教えてくれたことばかり大事に保管して持っています。ぜひ御言葉が刻印されるほどぎゅっと握ってください。御言葉はぎゅっと握ってもつぶれません。覚えていてください。だまされないように。人々を見る目も自分自身を見る目も変えないといけません。十字架の強盗でさえ天国の祝福は全部あなたのものだと言われているのに私たちはそこまでいってないのではないでしょうか。先ほども申し上げましたようにイエスはよみがえられたのです。そのイエスを信じている今のクリスチャンの私たちは言うまでもなく天の御国のすべての祝福が皆さんのものです。今日、心に刻んでください。十字架の強盗でさえ。

ならば私たちはこれから絶望の人生なのか、希望の人生なのか、幸せな人生なのか、不幸な人生なのかを分けてしまう人生の鍵と言うものは私たちが今まで考えていたようなものではなく、十字架にかけられて強盗に向かって祝福を宣言された、よみがえられて天に昇られ真のキリストであることを証明され、救い主である、万軍の主である、再臨なさることを約束されて世界福音化を今も成し遂げられているそのイエス様こそが希望なのか絶望なのかの鍵です。他のなにかをそこに入れ変えようとしないでください。学歴がないから希望がない。東大を出たから希望がある。そういうことは世の中のでたらめです。イエスが希望です。イエス・キリストを信じている者は希望あふれる人生であり、そうでないものであればどんなに成功したとしても絶望の人生です。どんなに学んで勉強したとしても絶望から抜け出すことはできません。どんなにお金を稼いで大金持ちになったとしてもそれは悪くありません。しかし、絶望の人生から出ることはありません。イエスがない限りは。それなのになぜそんな無駄なことをやるのでしょうか。先にイエス様を信じるところから人生を再スタートしようではないでしょうか。それを皆さんが知らせないといけません。皆さんが味わいつつ。なにか偉そうなところに行くと息がつまって萎縮されるような方々はいますでしょうか。その雰囲気に私たちがどのような態度をとるのかというのは知恵であって、心の中では皆かわいそうに見えないといけません。少しお金があったから、社会的地位があったから、有名になったからと言って、自分が希望あふれる幸せな人間であるかのようなふりをしている彼らを見て「かわいそうだな。皆偽りで嘘ばかりでイミテーションばかりなのに、イエスも知らないくせに、イエスを信じないといけないのに。掘り探っていくと臭いものばかりなのに表ではそうではないふりをしている」と考え、それを見てクリスチャンの方々も振り回されて「私もあのようにならなきゃ」と思うのはあほです。イエスはどこにいるのでしょう。イエスはどこに売ってしまったのでしょう。イエスが私の幸せです。宗教、あるいは真面目な人間、どんなに努力して誠意をもって頑張ってもイエスがない限りその人は希望の無い人生です。だから家族の中に未信者がいた場合にはどうにか出世して成功の道を歩んでほしいという祈りはしないでください。「たとえ今の夢が断たれて完全につぶされることがあってもイエスを信じるようにしてください」と祈らないと言うのは皆さんがこの結論が出ていないからです。イエスがだれなのか本当はわかっていないのではないでしょうか。イエスを信じていると十字架の強盗でさえ希望の幸せの人生に変えられます。しかし、イエスを信じない限りはローマの皇帝でさえ絶望の人生です。それを信じないのでしょうか。それがなかなか信じられないでしょうか。だから、家族のために祈らないでしょう。祈っても「健康になるようにしてください。出世するようにしてください」です。未信者なのに。逆に「出世によってこんがらがってしまうから出世を全部止めてください。病気を与えてください。健康ならイエスは要らないと言うから病気にしてください。人生が完全に追い込まれるようにしてください」と祈るのがクリスチャンの祈りではないのでしょうか。そう思います。人生の希望と絶望の鍵はオンリーイエスしかありません。勘違いしないでください。少しどこかうまくいったからと言って、少し他の人より上に立ったからと言ってそれで人生成功したと思うのでしょうか。それこそあほです。なにも分かっていません。歴史も分からない。人生も分からない。人間と言う存在も猿みたいに扱うレベルでしょう。人間はそういうものではありません。神のかたちに作られたものです。だから覚えていてください。神様の恵みによって皆さんは今のところ分かっていないでしょうがイエス様をキリストとして信じるようになりました。皆さんの心にイエス様がいらっしゃるのは間違いないのでしょうか。そうならばなにがどうだろうがイエス様を信じることによって私は希望の人生、希望あふれる人間だ、絶望の人生はもう終わったと思いきり大胆に告白してください。それこそパワーです。ぜひうつがあろうが障害があろうが今、借金で追われていようが、借金で追われていながらも目をつぶって、それにもかかわらずイエスを信じているから私は希望の人間です。絶望はありませんと告白するくらいにならないといけません。
昔、宣教大会に行ったときの話です。そのときは海外の長期宣教師３０人くらいでやっていました。バスで移動するときにある牧師が私たちの隣に来て牧師夫人に聞きました。話をしているうちに夫人が長老の娘だと分かると「ああ、そうですか。胎内から律法だったのですよね」と半分冗談で言いました。それで「お酒を飲みますか」「飲めません」「決心して今日お酒をとにかく記憶を無くすくらいいっぱい飲んで吐いてふらふらしておしっこもしたり、とにかく人間なのかと思うくらい酔いつぶれて翌日、起きたときに『私は神の子ども。祝福された者です』とはっきりと言えるのかどうかやってみてください」と言いました。別にやる必要はありませんが、それくらい律法は怖いのです。言えますか。実験しなくてもいいですが、そういうことです。イエスを信じるというのは。「ええ。イエス様を信じたのになんでそんなことをするの」イエス様を信じたにもかかわらずいろいろ残っているのでそうします。だからイエス様を信じるのです。問題はそれでよいということではありませんが、イエスを信じたそれがすべてなのでそれを逃してはいけません。どんな最悪な状況、失敗な状況があっても、その失敗、最悪な状況が皆さんからイエスを奪い取っていくようなものにしてはいけません。逆にだからこそイエスをしっかり握らないといけません。それにもかかわらず私は希望ある者です。この状況の中でも希望があります。どんな精神的な悩みがあっても私はイエスを信じているから希望はありますと自分自身を守らないといけません。それが戦いです。見事にサタンにだまされています。サタンの親しい関係が長い人ほどそれが刻印されてなかなか変えられないのですが、だからこそ歯を食いしばってでも「今までだまされてきたのだね。逆だったのだね。何か悪くなればなるほど、だめなことがあればあるほど、だからこそキリスト」です。世の中のどんなことでも、皆さんが思っているどれほど悪く暗いものであっても十字架の強盗から言われているとおり、皆さんからキリストを奪えるような者は存在しません。皆さんがただ譲っているだけです。地獄へ落ちるような罪を犯した。刑務所に送られるようになったとしましょう。それでもそれが皆さんからキリストを奪えるようなものにはなりません。だからキリストを握って離さないでください。キリストはもちろん皆さんから離れることはありません。ただ皆さんが心から離してしまうとぐちゃぐちゃになります。キリストを握って離した瞬間、どんなに理屈に合うとしても理屈の世の中ではないので、サタンが働くようになりますので皆さんが抵抗できない、頭で理解できない、自分で収拾できない、コントロールできない、様々なトラブルが起きてしまいます。そうならないように。キリストを握ってください。絶望の人生、悲しい人生はもう私と縁が切れた。終わりました。だから精神的な悩みがあるから、子どもに事故があるから悲しむ、絶望というのはもう私とは関係ありません。なぜでしょうか。イエス様を信じたので。十字架の強盗でさえ天の御国があなたのものだと宣言されたでしょう。皆さんは宣言されていないのでしょうか。その天の御国の祝福が子どもの問題より小さいのでしょうか。皆さんに残っている様々な習慣、うつの問題より小さいのでしょうか。とんでもありません。イエス様をあまりバカにしないでください。皆さんの心の中のイエス様をほめたたえましょう。イエス様をキリストです。皆さんがどんな悪さをしたとしてもそれを褒めるわけにはいきませんが、だからといってその悪さが皆さんを捕えているキリストを切り離すことはできません。だから、周りの人がなんと言おうが彼らは理屈しかわからないのです。理屈に合いません。神の愛です。ですから、「私はなんと言われようがキリストを逃さない。キリストをもう一度告白して、それにもかかわらず私は希望の人間。絶望はもう終わりました」

それから、次。天国の祝福を正しく探して調べて入り込んでいくようにしてください。天国の祝福がなにかわかりますか。もう二度と罪に定められることはありません。運命や絶望や苦しみや不安などは私の人生から終わりました。カットして全部切り捨てられました。それが天国の祝福です。地獄が絡むような人生はもう終わりました。しかも、三位一体の神様が永遠に私の中におられ、私の人生を責任を持って生きていきます。だから、伝道学校でも申し上げましたように天国の祝福は皆さんがそんな状況にいようが学歴があるかないか、どこの民族なのか。言葉をしゃべれるかどうかとは関係ありません。言葉がしゃべれないと伝道できないなら、最初から口がきけない人、聞こえない人はどうしましょう。彼らも伝道します。ですから、どんな状況があろうが私にうつがある、私は学歴がない、私は弱い、私は学歴が足りない、モーセみたいに私は口下手でなどは一切関係なく、イエスを信じた瞬間、天国の祝福をいただいたということは、その人はその瞬間から世界福音化ができるすべての条件を全部持つようになったというのが天国の祝福です。知らなかったでしょう。ただこれからそれを信じて祈りさえすればよいのです。それなので絶望的な状況に負けないで告白して天国の祝福を正しく調べて細かく砕いて味わい噛みしめれば結論が出ます。「なるほど。なんの問題もないね。なにも未練がありません。大事なものもないのだね。私は世界福音化、福音宣教のために、つまり、伝道者と言うアイデンティティをもって生きている者だね」という結論が浮かび上がるようになります。天国の祝福がなにか分かれば。死の陰の谷を歩いていてもそれが問題になりません。天国の祝福が分かればそれを乗り越えられます。だから、それをよく調べていつも大事にしながら味わって黙想しながら決心してください。今も勘違いして絶望の人生に捕らわれているたましい、現場の多くの人にその鍵を与える、つまり、答えをしっかり提供できる伝道者なのだというアイデンティティを回復するようにしてください。いつでしょうか。今でしょう。いつでしょうか。希望を奪い取るようなことがあったと思われるその瞬間です。

　もう一度言います。十字架の強盗でさえというのは宇宙にイエスを持っている皆さんから希望を奪い取るようなことは存在しないということです。私たちがだまされているだけです。勇気を出してください。今日から告白してください。絶望はもう終わった。なにがどうだろうと。20年間同じ病気で悩んでいるでしょうか。だから絶望でしょうか。イエスがキリストであることが分かっていないから絶望しているだけです。キリストにある天国の祝福に目を留めてください。本当にやってみてください。
それから、私は生きるために生きる者ではなく、食べるために生きる者でもなく、成功のために生きる者でもなく、絶望に捕らわれどうしようもない多くのたましいに、その大学教授に、首相に、お医者さんに、芸能人に、皆絶望の中です。そこから抜け出す方法がありません。彼らに鍵を与える伝道者として召されています。勉強しながらも伝道者として、事業をやりながらも伝道者として、そうすると勉強も事業も皆さんの能力以上の神の力が現れます。そのお証しはいくらでもあります。そのやりやすい方法があるのに、それをほったらかしにして一生懸命、未信者と肉体的に競争しようとするから皆疲れてしまいます。クリスチャンはそういうものではありません。アイデンティティ。伝道者として、希望の無い世の中に鍵を与え伝道者としてのアイデンティティさえ回復すれば、事業をやっている方は同じ業種の社長さんのことを思い浮かべてノートに整理するだけでもよいです。彼らに社長でいながらも希望がないでしょう。彼らに希望の鍵を与えるためにそういう神様のメッセージなのかとノートに書いて、その目さえ開かれていれば事業は皆さんの予想以上のものになります。そして、やっているうちに「やはり、小さいときからこういうしっかりとした使命をもって育たないといけないのだな」と感じたときに、レムナントのためにこの事業の祝福を捧げようじゃないか。それだけでもう十分です。会社の人間、会社の社長から課長から見ていてください。希望ありますか。余計なものに希望を託して一生懸命頑張って、今頑張っている最中だからよくわかっていないでしょうが、そこに到達したときには虚しくてダウンしてしまうようなことは先に見えないのでしょうか。違うのに。そこに希望の鍵を与えようではないかと会社の名簿を書いてみましょう。取引先、学校、教授、クラスメートをよく見てください。幸せでしょうか。皆さんが幸せなのに感じていないから見えないのです。その目さえ開かれれば見えるはずです。皆かわいそうではないでしょうか。そこに希望も幸せもないのに、勉強にすべてをかけて、勉強さえ一生懸命頑張れば就職してどうにかよい人生になると思っていることがかわいそうではないでしょうか。見えないでしょう。皆さんがそこに一緒に振り回されているから。イエスによって皆さんは幸せな者です。関係なく幸せな者だということを味わい、天国の祝福の中に入ってください。振り回されてないでください。
（お祈り）、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
　愛する天の父なる神様。十字架の強盗でさえイエス・キリストを告白すればパラダイスにいます。希望があること、絶望の人生はひっくり返って希望にあふれる人生になることを教えられました。今まで私たちにあった希望を奪い取られるしかないと思っていた勘違いを全部なくして、キリスト、イエスを基準にして、キリスト、イエスにある自分の人生を告白して、天国の祝福にのめり込んで行くことができるように祝福してください。それで希望の鍵を提示する伝道者としてこれから残りの生涯、祝福されることをお祈りします。イエス・キリストの御名によってお祈りをいたします。アーメン。
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